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科学技術トヒ。ックス
1 .科学技術トピックス
以下は科学技術専門家ネットワークにおける専門調査員の投稿(1月号は2001年12月8日より2002年1月7日ま
で)を中心に「科学技術トヒoックス」としてまとめたものです。センターにおいて、関連する複数の投稿をまとめ、また
必要な情報を付加する等独自に編集するため、原則として投稿者の氏名は掲載いたしません。ただし、投稿をそ
のまま掲載する場合は、投稿者のご了解を得て、記名により掲載しています。
1.1ライフサイエンス分野
(1)生体高分子の研究に適した高速走査のできる原
子間力顕微鏡
原子間力顕微鏡は、細い先端を有するヒ。ラミッド、状
のプローブ、を物質表面に接近させ、プローブ先端と
対象物との聞に働く力が一定になるようにプローブ、を
高さ方向に調節しながら走査して対象表面の凹凸の
情報を得る装置であり、試料表面の高さ方向の情報
が高分解能(最高 0.01nm程度)で得られる。
これを用いた解析は固体材料では既に実用化して
おり試料によっては原子レベルの像が得られている。
またL 水虫主色使用豆能主主りもー当初からー生物話相
三り広範な応.用出期待主主l'主主主Q_1泣~_I，.:現ー実，;:::はL
二般企生物ー誌肢が柔己主-，_-:ç~~J~ーさなカーゴご;も変ー野:_~_~Ì一
三λ 1ー閉虫走套K要士五時間だ悲賞ι長kど三_:_(二恒像像-を.
?慢号呈_~る-り lι5ζ[" 金オオ主__ご2竺乏て三\τiの
支玄、I庄E用範囲i民主計F哩{~þ色~Jι:九Lλ-当却!りり期f貨守主-通旦り成E黒再芯1魚呈ら
tむv玄丈いるとは言いがたい状況が続いていたO
金況2;.空理主部0)宏藤敏去民ーらJ主ここ十数年来、
自家製の原子間力顕微鏡を設計・製作し、その性能
向上に努めてきたが、キャンチレバーやスキャナ一部
分立と{明竺C部品f;J主主主I去主却之一るJZ主主装置一
り~~閉会解ー樫~_~~果(;挑ーみ，__~~9_旦切ーー閉J左1. _O_1旦∞り00恒莞一1叩00
ビ竺土-土土雪~)止U_~主注þ詰斗， 茸
現曳'_I，.:イた(伊Proc.Natl. Acad. Sci. USA. (2001) 98 Page 
12468"-'12472)。実際の応用例として、アクチンフィラ
メント上を「歩行」するように動くと信じられているミオシ
ン-v単独で、の動画像の描画に成功した。彼らは最終
的にビデオレート(30フレーム/秒)で動画像を得るこ
とを目指している。なお、アクチンとミオシンの滑り運
動の様子は未だ観察できてない。
動画像の一部が http://www.s.kanazawa-u.ac.jp/
phys/biophys/bmv_movie.htmで、公開されている。
(東京大学医科学研究所 片山栄作氏より)
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(2)再生医療に用いられる新しい材料と技術
組織ーエ一三男一(工i民間一_~~_gjn~~工i_l)_g)司:立は現在L担胞りー
足場ーとして主三!!!;_?元生 f~_吸収一位高分:壬.む主とLて--c厄ど
られている。
2001年 11月に第 39回日本人工臓器学会で発表
された;東哀玄壬医註太主役漬"1伝達ー也氏þ~_報査に
おいては、 i昆庭変化立Jt1"細胞の接着~_m:着ー主剤.僧
主主る~t昆庭応答?生F音義皿走用ど~境養_~l;一期J胞主会f
三上ー状~;国!{g_~_~_積層~t_~:ζ主i主主9三_{t孟相識構ー造
の再構築を試みている。
新しく開発した温度応答性培養皿は温度応答性の
ポリ (Nイソプロヒ。ルアクリルアミド)で表面修飾されて
おり、 37"Cでは細胞接着性(疎水性)であるが、 320C
以下では細胞非接着性(親水性)となる。したがって、
低温処理により、タンパク分解酵素を用いて培養細胞
を損傷させることなく、高度な細胞分化機能を維持し
たまま細胞をシート状に回収できる。
この培養皿を用いて新生仔ラット心筋細胞シートを
回収し、積層した。重層化心筋細胞シート聞には電
気的かっ形態的な接着が確認され、 4層まで積層す
ると肉眼レベルで、拍動が観察された。さらにこの重層
化、ンートをヌード、ラット皮下組織に移植すると、ホスト
(宿主)の心電図とは異なるグラフト(移植片)固有の
電位が測定され、移植部を切開すると心筋グラフト
(移植片)の規則的拍動が観察された。
生体外ー(jn__'{jrr9)_~ご再挿築ーされ立細胞と坦胞外--y上
リ'_';LざJちり与ならな9組織ー芯》ー三:{t"孟生生堕~AAf生高ー金
子の足場を用いることなしに、生体内(invivo)でも正
常な機能を発現-:t9~ー と点確認さー札たよ二とは組織主警
とL主太変意一義深!--:_¥今後このような成果を再生医療
につなげるには、更に血管・神経網の新生法や適切
な移植法など複数の技術開発が必要である。
(東京都立大学大学院 長岡昭二氏より)
1.2情報通信分野
(1)量子コンビュータで因数分解、基礎実験に成功
現在と全く違う原理で動く量子コンピュータで、簡
単な因数分ー解玄往t~豆基五堅実ー験.t; ，_MJI_(*_y_ÿ芳三
ご士三jlI務7;主lと-EFf1-PJ研賓玄ィk三之が成功ん、ー
12月20日付英科学誌「ネイチャーjに発表した。
この量子コンピュータは、特別に設計された分子の
溶液と NMR(核磁気共鳴装置)を組み合わせ、分子
中の7つの原子核を素子(量子ビット、キュピット)とし
て用いている。 NMRで、マイクロ波をあてて、核が自転
する軸(スピン)の傾きを制御して数値の記録や計算を
行い、その結果を NMRスペクトルとして計測する。こ
れを用し、iShorのアルゴリズム」と呼ばれる因数分解
のアルゴ、リズムが実際に計算で、きることを 15の因数分
解(=3x 5)で実証した。
量子コンピュータは、 1970年代後半から研究が始
められ、 80年代には現在のコンピュータと同じく全て
の論理ゲートを実現できることが理論的に示された。
しかし、ハードウエアの実現が困難なことなどから 80
年代後半には研究が下火となっていた。
1994年にAT&T(当時)ベル研究所の P.Shorが、
現在のコンピュータでは膨大な時聞がかかる数百桁
の因数分解を、量子コンピュータは実用的な時間内
で計算可能なことを理論的に示した。現在インターネ
ットなどで、使用されている公開鍵(RSA)暗号は、因数
分解の困難さを根拠としているが、量子コンピュータ
が実現すれば暗号が簡単に解けることとなり、関係者
に大きなシ'ヨツクを与えた。これを契機に、各国で活発
な研究が始まった。
IBMを中心としたグループは99年に 3キュビットで、
Groverのデータベース検索アルゴ、リズム、 2000年に5
キュビットでセールスマン巡回問題アルゴリズ、ム(米ス
タンフォード大、加カルガリ一大と共同)を、いずれも
分子とNMRを用いた量子コンピュータで、実証してきた。
今回の発表で、量:t_:?X\::;~:=子ーご乏が.現在ーのョ:/1::0三-
芝[;民主優位とされる~Z:!_i:'_ヲ':~~~手三位二通旦実証_~れ
たo哩ι3'00)ー史す.三重難!でこど閉題A解立る;主主主確
認L-主主とは雨期的ー な成果支あ90
しかし、 IBMの方式はキュピット数の拡大が困難と
しづ問題がある。他方式の量子コンピュータ研究も進
められているが、し、ずれも実用化にはまだ遠い。その
中で固体の内部や表面にキュピットを形成する固体
系量子コンヒ。ュータは実用化候補の一つであろう。一
友支〉量壬::1:/ヒ与三!!.り応用.範一回生広~[X:るたり~，_Z_
ルゴ‘リズ、ムの研究もいっそう重要となるだろう。
Science & Technology Trends Januaη2002 
1.3環境分野
(1)地球シミュレータにおける応用ソフトウェアのテス
トラン成果
宇宙開発事業団、日本原子力研究所、海洋科学
技術センターの共同プロジェクトチーム、地球シミュレ
三空研司完聞主壁土ー~!!.ご_~!;L超高速並列託算機会/Ä
?主主i地球?と三三子ー v三;空より一3且史らーりーヂドJ格ー 望事動主旦拐
しλ現tL_最経企調整主進位1:ど~_。
地球シミュレータは、地球規模の諸現象の複雑な
相互作用解明を行なう。地球温暖化予測を例にとると、
大気と海洋の大循環、氷山の効果、二酸化炭素等の
化学反応、森林・プランクトン等生態系の変化など、
多様なプロセスを同時並行で計算する大規模シミュレ
ーションで、ある。このため、これを効率良く計算するた
めの応用ソフトウェアが不可欠となる。
現在、地球シミュレータは据付調整の最終段階を
迎え、その性能評価のため応用ソフトウェアを用いた
テストランが進められており、これには、地球シミュレ
ータ上で効率良く演算できるように改良・調整された
プログラムが用いられている。
海洋大循環シミュレーションプログラム MOM3を用
いたテストランでは、計算領域を緯度・経度方向とも
0.1度メッシュで、分割し、 4ヶ月経過後の海洋表面温
度を予測したが、これは、地球シミュレータの 5120個
あるCPUのごく一部、 14個のCPUを用いて丸2日間
の演算で結果を得たものであり、現存の最速のスーパ
ーコンピュータ SX-5(NEC製)の性能に匹敵する。従
来は、 lケースに丸 2日間も要するような計算は実用
上できないため、 1"-'2度メッシュの粗さでしか行われ
ていなかった。
全国ーのTÄ上_7~_C!?_結果，.!.直球/三子子~~_=!!.~立!1，_~J_
之['fJQ9_個皐度ρICPUを用どるー と〉ー ;錐去り2ご三三
竺;ィーヒo 子ー三Zι比-'さλー演算ー見事一理り~j;_帽立ー効率起とi!
7主主J概担数亘会0)1裡度0)埋F圭閉主計算ー 主主9昆通
Lーを得Zこ'_Q_また、太陽からの熱・海面の風・大陸の位
置形状・海底地形などを基に海水の水温・塩分濃度・
流速などを極めて精度良く予測できる見通しも得られ、
黒潮に相当する流れを描出するなど現実との対比が
可能なまでに至っている。
今後、日本で開発された世界最速の地球シミュレ
ータを最大限に活用して、世界の研究機関が開発し
た各種のデータベースなどを盛り込んだ、新しいモデ
ルの開発に取り組み、高精度の予測シミュレーション
の研究成果を日本から世界に発信していくことが期待
される。
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1.4ナノテク・材料分野
(1)走査型熱顕微鏡の研究開発
材料の熱物性計測は、材料性能や耐久性の向上
を図るうえで非常に重要であるが、これまでマクロなス
ケールで、の熱物性しか測定できず、ますます進歩し
つつある土.ど-^ 生ご)v批判h_るどは才"/"三?と;どり既定
開発には適用で、きる計測手法が無かったO
最一近)_Z_?~~売り T円ALE:号ー-:-Jh<?!!I_~_<?!"!~Ç~f!Q_l:-g_~ー の
巳巳号lti旦他，(主主ーZz1.子三ごーと近接場主主主到m_~たλ ー
土ど界一生ご止主、周Y_:_9;二とり.支主9.走套型ー の熱ー 検li顕
微鏡P開発};成功!-::-_"IY_:_9o計測方法に関する詳し
い情報はまだ明らかではないが、この装置を用いシリ
コン表面に作ったアルミの量子ドットの熱物性をサブ、ミ
クロンスケールで、測定したり、また熱物性の違いにより
イメージングすることにも成功している。
日本では、上記とは異なる原理を用いた走査型熱
顕微鏡の開発が進められている。東J玄:J;:業*ro:書J本ー主主.
院理エー 完全理究到_C!?_T別庇修助教援也};:L_思壬開ー IJ_
顕微鏡_(ð-fM)_J三混鹿~t捌ー機能主附加ーしλ_-!tf三乏;旦
~-^土三止支表層万三:Itーとi~.度り周時計測玄_112友I主
主用_~_~:-(_~_:9. o 開発された装置は、表面の実温度を
種々の外乱に対して安定に計測するために、熱制御
1.5エネルギー分野
(1)鉛ビスマス冷却高速炉の研究動向
高速増殖炉の研究では、最近、鉛ビスマス(PbBi)
共融合金を冷却材に使用する PbBi冷却高速炉が注
目されている。
PbBi共融合金はナトリウムに比べ、冷却能力が劣
る欠点があるものの、①化学的に安定で水や大気と
急激に反応しない、②沸点が高く事故時に沸騰の可
能性が低い、とし、う性質に加えて、③融点が低い、④
中性子の減速効果や吸収される割合が小さく中性子
経済が良い、といった高速炉の冷却材に適した特徴
を有している。
PbBi冷却高速炉の研究に関し、東京工業大学の
関本博教授より、性生__IJ).!・-ι生:'.~_~~11tC!?_.R~_，!_Q_玄関
健主主し立法国原壬.13手会年会Jり認査が寄せられた。
本年会において PbBi冷却型原子炉への関心は非
常に高く、中性子工学、プラント工学、液体金属冷却
材の特性などに関する 4つのセッションがもたれ合計
22件の発表があったO 中でも PbBi冷却小型高速炉
の設計や PbBi冷却材の腐食特性に関する研究成果
機構を採り入れた MEMS②を用いている。熱電対とヒ については活発な議論が交わされた。
ーターを組み込んだ一辺 500μmの正三角形形状力 切民j主住主的活位がf民y_:J主主虫立なふ一明;位王?と
ンチレバー③を有し、約 10ミリ秒という短時間の温度 有効l(;別用立さ_9た良三三むま冷ー 割抗とL主恩Y_:9三と
変化にも適応可能である。(主主一弘ー優れた持f生~_~!~型恒常長寿命炉りー設計ーが耳
これらの技術により、例えば動作中の発熱により壊 能となるー壬主が損靖ーされ立。また、泡を注入して自然循
れる可能性がある製品の熱特性を明らかにする道が 環を促進するリフトポンプの設置など、各種の興味あ
聞かれ、ダイオード、マイクロレーザーなど微小化する る設計が提案された。実用化に向けた諸問題への取
半導体素子の動作に伴う熱放出や発光などの研究 り組み状況としては、材料腐食については今のところ
で重要な発展をもたらすものと予想されている。全j去、ー 種々の結果が出てきているといったところで、あり酸素
土三7:1./__'?_2~τ閉.連費.賓f 開発を支援する重要な註 濃度のコントロールが主要な課題で、ある。また、中性
捌ゴ子個技術ι発展土:ると雪之ーらι~9o 子を吸収して発生するポロニウムの処理等について
用語説明
①THALES-Thomson-CSF /CLR 
エレクトロ二クス・軍需関連メー カー THALESグループ
の中央研究所
②MEMS(micro electro mechanical systems) 
LSI(大規模集積回路)の微細加工技術を応用し、機械
システムをミクロンあるいはそれ以下のレベルまでスケー
ルダウンしたもの。
③力ンチレバー (cantilever)
原子問カ顕微鏡の探針を支持する板パネ。
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は実験が始まったばかりで、温度を上げて飛ばすこと
等が試みられているが再現性が今後の課題と考えら
れる。
また本年会と同じ場所で同時開催された長半減期
放射性核種の加速器駆動消滅処理システムについ
てのトヒ。カルミー ティングで、も PbBiが冷却材の第一候
補として扱われ、多数の論文が発表されていた。腐食、
ポロニウム、冷却特性等について、 PbBi冷却高速炉
と課題は共通しており、今後、 PbBi冷却材の研究開
発が一段と進むものと考えられる。
(2)核融合反応を保持できる電流ホールをJT-60で発見
日本原子力研究所の臨界プラズマ試験装置
JT-60において「電流ホーノレjが発見されたことが、フ
ィジカル・レビュー・レター誌に掲載された。
「電流ホール」は北極や南極にあるオゾンホールと
同じ発想、で命名されたもので、 JT-60などのトカマク方
式りー装置芝生成j二るJ:::-:-:-土 j1~状の_'1_z_:(:て_C??_~!t:部
会J~電涜役涜れーない領域ーお主主9ことをさす。能実jり
上2空~_:2友志，~ご ft_，-_虫企部ー会J三立三主&_1りー貫流が流れ
るー凸J比(J)電流.公布J三な9_が、 JT-60では、中心部分
の電流が少ない凹状の電流分布にするとフ。ラズマの
性能が良くなることを世界で初めて実証し、さらに中
心部の領域に電流が流れなくなる場合について研究
を進めていた。
全国ρー発.昆_C??_?S主ーなポj~l_はλ ー f震流オ?ご!_~-j免
領域f;おー1t，-玄_1:t三混度民一一L億度ー を超之一る高j再旦接
融会-;(_?_z;-_主主安定:1;保持1ごきー る二とをm果f;志摩}_t
:主主!でこた三二と7ご:あ益。「電流ホール」の存在がトカマク
方式のプラズマで確認されたことがないため、プラズ
マの中心領域に電流を流す必要があると一般に考え
られていた。このため、今回の発見は、これまで、の常
識を覆したものと言える。
「電流ホー ノレjの研究はまだ、始まったばかりで、ある
ため、今後の予想を立てることは難しいが、研究が進
展すれば、プラズマに電流を流し続ける必要のあるト
カマク方式の核融合炉にいくつかの利点がもたらされ
るであろう。例えば、「電流ホール」が存在するときに
はプラズ、マの周辺部に大量の電流(自発電流)が自
然に発生するため、プラズマの周辺部に少しの電流
を加えるだけでよい。この結果、電流の駆動に必要と
なるパワー(外部入力)が減る。このため、「電流ホ-
!!:J研ー賓C進展は~__l_nm_註閉注目的とーし:I_~_'-るλ会支ー
の這誌を且発置法と.牲部主力:立寝耳動士号i連続運転
シナリオの最適化に大きく貢献し、運転効率の高い核
融合aA期待ー 支主ゑ。
今回の研究成果は、トカマク方式による核融合エネ
ルギーの実用化に向けた研究開発をさらに前進させ
るものであり、同時に、核融合研究をリードする臼本の
研究技術水準の高さも示している。
Science & Technology Trends January 2002 
1.6製造技術分野
( 1 )パjレプ製造プロセスにおけるリグニンの選択的
酸化触媒
製紙誌衛J三おど支はλ主投企ら三~!!:_1:主製造:士9_
際i乙，*Jt史E=-::合一主主L豆I)?:_~子左竺~_'l~き五限り環境1;
r-..(J)負荷主主~!t?注1tーモ友i主主、会:離.除去オ豆壬-ç定重要
な課題となっている。
米国_1;ry] _~!'Y. _ -*_'jそりー Hill 教援主米国l_V_~R_~・ー表性研ー
究所ーのーーw豆[り_~t~ç_I5__理土ー{世ft，_本史ゴご~~X三~Iりふ主
鞍裏金壬K主P選抗的_l~二陛住民素主;水 1_;-酸1七主主
る新L1t'触接表玄旦出~た。 (Nature ， 414， 191(2001)， 
C&EN， Nov_ ， 12， 5(2001) 
触媒はナトリウム、アルミニウム、タングステン、パナ
ジワムおよび酸素からなるヘテロポリ酸②の塩で、この
触媒の水溶液中で、リグニンを含むパルプを二段階で、
処理する事によりリグ、ニンのみを選択的に二酸化炭
素と水に酸素酸化できる。先ず、リグ、ニンを含むパル
プを触媒の水溶液中に分散させて、酸素の無い状態
で 1300Cに加熱して捜枠すると、リグ、ニンが選択的に
酸化分解して水に可溶な物質に変化する。リグニン
含有量が減少したパルプを分離した後、次に酸素を
存在させて更に高温(2100C)で処理すると、リグ、ニン
由来の水に可溶な物質は二酸化炭素と水に酸化さ
れる。
本法によればリグニンのみを三酸化炭素と水に変
換するプロセスが実現で、きる可能性があり、今後の進
展が期待される。
用語説明
①リグニン
木材の成分。紙の原料となる繊維の接着剤の役割を
しており、変色しやすいので好ましくない成分。
②ヘテロポリ酸
無機酸が縮合してできるポリ酸のうち、 2種以上の金
属によって生成されている酸o酸化触媒、酸触媒などに
使用される。
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1.7社会基盤分野
(1) rメガフロート情報基地」の実海域実験が始まる
海上における新たな空間利用技術として取り組み
が進められている「メガフロートJ(大規模な浮体式の
人工地盤)の動向に関して、(財)日本造船技術セン
ター木下義隆氏より以下の報告があった。
なお、メガフロートの研究開発については、科学技
術動向2001年5月号のトヒ。ックスで、十分な精度を持
つ波による挙動解析手法の開発を報告している。
平成 10年度から 12年度にわたってメガフロート技
術研究組合では、東京湾に建設された長さ 1000m、
幅 120"-'60mの浮体空港モデ、ノレを用いて、様々な角
度からの技術的な実証実験を行なった。その結果、
安全性や安定性など、メガフロートが浮体式空港とし
て利用可能であることが実証された。
メガフロートは浮体式空港だけで、はなく、防災拠点
や備蓄基地、レジャー施設など多様な用途が考えら
れるが、このほど、平成 13年度のプロジェクトとして国
土交通省、総務省、経済産業省の連携の下に、 _[J責
曹基地Jとv主主!!周.士9.た_'t!2_v_ ~実海域実験泣~;手交三上
した。
今回の実験には、先の実証実験に用いた浮体空
港モデ、ルの一部を後利用する形で、長さ 200m、幅
100mの実験用浮体が用いられる。昨年 11月に、神
奈川県横須賀港の住友重機械工業(株)横須賀製造
所の北側に建設された。
実験の目的は、メガフロートは海上にあるため地震
1;;よ~揺匙り髭響主支!:t!.~_~_\:;-_と_(~震位}ーを利用_~_-:ç_λ ー
防'_f5:Ct生り高ど境顎集積基地とL主位適用煙室様竺なー
負庭~~!己実ー証的~Ç，明ーら??:J三L主2主主_~'þ_ーの:ずあーる。
具体的には、浮体式空港としての実証実験におけ
る成果として、メガフロートは地震時に起こる海上の波
により僅かに動揺することが判っているが、今回、それ
をさらに低減する動揺制御技術の開発と、塩害等の
海洋環境影響をふまえた情報集積基地への適用性
等に関する実験を、平成 14年 3月までの期間で行な
うものである。
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1.8フロンティア分野
(1)商用の高分解能画像衛星 Quick8ird 
米国.Rjg江~_l__çJ~Þ_~J土!;t_'"_~安里子司tQ__~_J_~_旦{進国I_P_
~_:ずオ止壬Zj.'l' l現地F主開ー 10且_ULe_)jC，撮彰j庄主点};
0.61m分一鰹態C画像虫得ーをむな之ーるA+:衛星ーー_Q~\ç_~
Birdを打ち上げた。
デルタHロケット(ボーイング社製)により、同州のパ
ンデンバーグ、空軍基地から打ち上げられ、軌道に投
入された同衛星は、太陽電池パネルが展開し順調に
充電されている。受信したテレメトリデータ解析の結果、
正常に稼動していることが確認された。今後、衛星の
機能チェック・テストを行った後、本年 2月からは画像
提供サービスが開始される予定である。
商用の高分解能衛星としては、米国 SpaceImaging 
社が 1999年に打ち上げ、運用している IKONOS(撮
影直下点での分解能0.82m)がある。本衛星はこれに
続くものとなるが、撮彰直T)昆:す-92R1111分解態_(~_~~
空_~:y_Tゴ22_土/'君主IJAl，ーゴ:!~_T~~_~_l:_!~土之サー};
l主 2 .44m会解能)ーり毘得直像~T-::了一乏l主L貫一周ーと!-:-_~三位
世界最高ーの解像度ーとtt._~9_ ・
(2)火星で水素分子が確認される
昨年 6月に NASAにより打ち上げられた遠繋免援
会式探査機ーーFarーリItraviol旦匂雪R宇ictlて停~~p'i_<?__~~pJ~r~r
(fl).ミ~)~_<!?_観測結果主主_'-~星りー土麗太気虫fÇ， J主水
素分王{円G~_Jj旦等ー)点主主v玄どることが、米国カソ
リック大学の V.A. Krasnopolsky他から報告された
(Science， 294，1914 2001)。
火星の大気中における水素分子の存在について
は、 30年前に既に予想されていたが、直接観測に成
功したのは今回が初めてである。
また、この観測結果を基にしたD(重水素)に関する
解析から、原扮_<!?_~星t;;J主J車誌より_t:t_量jりホがー在
:ß;_~主1t'ーと可能性ーがj明ら土-'_;ーな?ーた9ー これに加え、報
告では火星の H2や HDの量を比較することにより、こ
れらの水素分子が火星大気から拡散する速度を計算
している。
用語説明
①FUSE (Far Ultraviolet Spectroscopic Explorer) 
宇宙の起源を探索するNASAの計画の一環として、米
国ジョンズ・ホプキンス大学が主導し、カナダ、フランス等
が共同して開発した観測衛星。遠紫外線を用いて銀河等
の重水素を観測する。
